
酒田
芸妓

〒998-0046 山形県酒田市一番町8-16
TEL･FAX0234-24-6544
　  sakata-city-museum@city.sakata.yamagata.jp

料亭の座敷で「庄内おばこ」を躍る芸妓／昭和（個人提供）   料亭の座敷で「庄内おばこ」を踊る芸妓／昭和（個人提供）   

庄内名物おばこ踊り絵はがき／大正    

酒田市立資料館 第228回企画展酒田市立資料館 第228回企画展

【休 館 日】１１月まで無休、１２月～３月は月曜休（祝祭日の場合は翌火曜日）
　　　　  ※年末年始（１２月２９日～１月３日）は休館です
【開館時間】午前９時～午後４時３０分
【入 館 料】一般２００円、高校生９０円
　　　　　小中学生５０円（市内小中学生は土日無料）

2月12日日土〜
令和４年 令和５年
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港町の料亭文化を彩り、
芸に生きた女性たち
港町の料亭文化を彩り、
芸に生きた女性たち
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★
中通り商店街

次回企画展予告

おひなさまがもっと
面白くなるひみつ（仮）

令和５年２月１８日（土）
           ～４月３日（月）

◆JR酒田駅から庄内交通バス
　（約９分）「大通り商店街」下車
　徒歩１分
◆庄内空港からシャトルバス
（約30分）「中町」下車徒歩５分
◆日本海東北自動車道「酒田
　中央I.C」より約10分
　（駐車場あり）

〈アクセス〉

酒田
市役所 庄内空港方面↓

酒田駅方面↑

一方通行

中央分離帯
旧鐙屋

酒田
産業会館

本間家
旧本邸

酒田市立
資料館

酒田駅から車で5分、
大通り緑地裏手に
あります。

３０年以上にわたり「酒田舞娘」の育成に尽力し、令和２年に亡くなった
 芸妓・力弥（東光カメラ提供）  

酒田市立資料館 第228回企画展酒田市立資料館 第228回企画展

日　時／①１２月１０日㊏午前１０時～ 

　　　  
会　場／酒田市立資料館１階企画展示室
料　金／無料（入館料別途必要）
定　員／各回１０名

申　込／11月19日㊏から受け付けます。
お問合せ Tel : 0234-24-6544

※駐車場に限りがありますので、
　申し込み時にお問い合わせください。

の

資料館調査員による展示解説

②１２月１７日㊏午前１０時～ 
（各回１時間程度）

昭和２７年（１９５２）９月、庄内の観光と物産の宣伝隊として、３０名を
超える酒田芸妓が東京へ派遣された。都内のデパートなどで「庄内
おばこ踊り」を披露し、街頭でパンフレットを配るなどして庄内を
ＰＲした。 

酒田芸妓
港町の料亭文化を彩り、芸に生きた女性たち
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　江戸時代には物流港として各地の船が行き来し、船乗りたちが羽を伸ばし
た今町・船場町・新町（高野浜）の遊所をルーツとして発展した酒田の料亭
街。踊りや唄、三味線で宴席に花を添え、お客をもてなしたのが酒田の芸妓で
す。大正から昭和にかけての花柳界全盛期には、１００人を超える芸妓たち
が、今町と新町に分かれて芸を磨いて競い合いました。 
　活躍の場はお座敷にとどまりません。港座では毎年発表会が開かれ、山王
祭（酒田まつり）などのイベントでも市民を楽しませてきました。酒田を全国に
ＰＲする観光大使的な役割も担いました。 
　戦後、生活様式の急激な変化により、芸妓の歴史も幕を閉じる寸前でした
が、平成に入り「酒田舞娘」制度がスタートし、その伝統は今日まで受け継が
れています。 
　酒田舞娘の育成に尽力した力弥など、主に昭和期に活躍した芸妓たちを
紹介しながら、明治以降の花柳界の歴史をたどります。  


